
発表するとき、スライドの⾒せ⽅を⼯
夫することで、聞き⼿に伝わりやすく
なります。⾒やすくするポイントを考
えていきましょう。

 ��7/24（⽊）
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1
テーマを探そう

2
問いの⽴て⽅

何について書けばいいか迷っている
⼈におすすめ。テーマを考えるため
のヒントを⾒つけましょう。⽂献の
探し⽅・読み⽅もお伝えします！

 �7/16（⽔）

書きたいことが決まっても、学術的
に書くためには、「問い」が⽋かせ
ません。要となる「問い」の⽴て⽅
を考えていきましょう。

 �7/18（⾦）
3
引⽤の仕⽅

4
アウトラインを作る

⾃分の論を補強するために先⾏研究を
引⽤しますが、⽅法を間違えると剽窃
になってしまいます。間違う前にちゃ
んと確認していきましょう。

 ��7/22（⽕）

分かりやすく伝えるには、執筆前に
全体像を考え、アウトラインを作る
ことが⼤切です。これがしっかりで
きれば、書くのが楽になりますよ。

 �7/23（⽔）
5
効果的なスライドにしよう

学期中の午後に、マンツーマンの
⽀援を⾏っています。⽂章はほか
の⼈に⾒てもらうことで、どんど
ん良くなります。ぜひご利⽤くだ
さい。
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